
５．センターだより 
 ①山形県南陽市ＳＣ  
  ・料理講習会で入会促進、退会抑制につなげる。 
 ②新潟県燕市ＳＣ 
  ・会員が講師の講習会を開催、新たな人材を育てる。 
 ③静岡県富士市ＳＣ 
  ・女性会員の活躍が、センター活性化の原動力に。 

「月刊シルバー人材センター」 2025.9ご紹介 

行田市シルバー人材センター ・ HP活性化委員会 

ご紹介の目的は、会員の皆様に全国のセンターの活動や状況を知っていただく。 
又、興味のある紹介記事はセンターに設置の月刊冊子を閲覧ください。  
⇒ご来場のキッカケとなれば幸いです。（お気軽にお越しください。）   第12号 

１．【カメラ・ルポ 働く】 広島県東広島市ＳＣ  
 ①端材を使いペット商品を製作 
  ・市や動物愛護団体と協力して計画 
  ・木材の扱いに慣れた会員が製作を担う。 

２．特集 ： 就業環境整備事業に基づく取り組み 
    ・就業意欲はあるが移動手段がないため未就業になっている会員に！ 
        ・集合型の就業環境と、 そこへの移動手段を用意し体制を整備 
 ①宮城県角田市ＳＣ 市民の健康増進や生きがいづくり貢献  
  ・送迎により就業環境を整備、会員の活動の場を広げる   

  ・未就業会員に対して、就業環境を整備 
 ②群馬県桐生市ＳＣ 整備事業終了後もセンターが自費で送迎を継続 
  ・会員の就業場所への送迎を通じて、生きがいの創出に貢献 
  ・内職作業場所の確保、観光会社のバス(市内8カ所に停留所)による送迎 
 ③滋賀県大津市ＳＣ 会員を送迎員に臨時職員に 
  ・送迎サービスで会員の就業を後押し、高齢会員の退会を抑制 
  ・送迎サービスは高齢会員の生きがい創出にも貢献 

・独自事業として展開 
・ 収益の一部はネコやイヌの保護活動費に。 

３．ここに注目  
 ①ジェロントロジー（老年学）入門講座（４） 
  ・世代間交流プロジェクトがもたらすシニアへの効果等 

６．事務局職員奮闘記 福岡県筑紫野市ＳＣ 
  ・会員の思いに応えられる魅力あるセンターづくり(係長)  

・厚生労働省は令和６年度に展開 
・未就業会員への就業環境整備事業 

７．巻頭 多角的な視点を持つことが高齢ドライバー問題を解決する鍵になる   

・後継者育成。専門知識や技能 

・ｱｼｽﾄｽｰﾂ貸与で高齢会員の就業を支援   

・社会関係・社会参加・社会的孤立 
・世代間交流ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの実践と効果 

立正大学心理学部教授  所 正文 

・心理的効果 
・身体的効果 
・認知機能効果  

・運動の機会もプラス。ストレッチを取り入れ 

・ｽﾛｰｶﾞﾝ：魅力があれば人は集まる等々  

４．全シ協だより  
 ①令和７年度 定時総会開く。 

・出張サロンの開催・福祉施
設で傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを実施 

・作業ｽﾍﾟｰｽは福祉ｾﾝﾀｰに。20人以上OK   

・第一部：「いきがい就業の介護予防効果について」講演 
・第二部：定時総会で、最大の課題である会員拡大等々 

・女性委員会の発足と活動の広がり 
・思いついたら何でもやってみる。 


